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車両ナンバープレート検索
録画されたデータで認識された車両のナンバープレートを検索することができます。

1.	 <AI検索>メニューの<LP検索>を選択してください。

2.	検索するチャンネルを選択してください。
3.	検索する日付と時間を選択してください。

4.	 <検索>を押します。

• チャンネル：録画されたチャンネルを表示します。
• カメラ名：カメラ名を表示します。
• 時間：録画映像の開始時刻を表示します。 
• 再生：録画映像をインスタント再生します。
• ブックマーク：録画映像にブックマークを指定します。  

5.	検索リストで<  >をクリックすると、インスタント再生が表示されます。

6.	 <  >をクリックすると、再生画面に移動します。

検索結果エクスポート
人、顔、車両などの検索結果をファイルにエクスポートすることができます。

例 )人検索結果エクスポート

1.	 検索結果リストの<  >をクリックしてください。

2.	リストを選択した後、<OK>をクリックしてください。

 ` エクスポートされた映像は.aviファイルでダウンロードフォルダに保存されます。
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再生
検索結果再生
録画されたデータを再生して、再生中にユーザーが選択する映像をエクスポートすることができます。

タイムラインの調整
再生位置を移動し、タイムラインをズームイン、ズームアウトすることができます。

• タイムラインで再生位置をクリックしてください。 
再生開始の位置が移動されます。

 ` タイムラインの左側の開始点をクリックすると、再生位置が最初映像の開始点に移動します。
 ` タイムラインの上にマウスオーバーすると、録画映像の該当サムネイルを確認することができます。 

• <  >, <  >をクリックして時間表示の倍率をズームインするかズームアウトしてください。タイムラインがズーム
インされると、下にスクロールバーが表示されます。

 ` タイムライン上でマウスホイールを使用して時間表示倍率を拡大したり、縮小することができます。 

 ` タイムラインの時間表示倍率はタイムラインの右上に表示されます。
• ズームイン状態で前、後のタイムラインを見るにはタイムラインをクリックした後、左、右にドラッグして移動してく
ださい。

区間を設定して映像エクスポート
映像再生中のタイムラインまたは検索リストで区間を選択してファイルでエクスポートすることができます。

1.	 <  >を押します。

2.	タイムラインで希望する区間の開始地点と終了地点をマウスに選択してください。

3.	 <  >を押します。

4.	エクスポートするレイアウトを選択した後、チャンネルを選択してください。

5.	開始日付/時間と終了日付/時間を設定してください。

6.	保存するファイル名を入力した後、<OK>ボタンをクリックしてください。

7.	 エクスポートが完了されると確認ウィンドウが表示されます。 

 ` エクスポート進行中、<停止>ボタンをクリックすると、エクスポートが中止されます。

再生
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再生ボタン名称および機能

一時停止状態

a b dc e f

再生状態

g ih

機能 説明

a 前のイベント 前のイベント映像に移動します。

b ステップ巻戻し 巻戻しの1フレーム前に移動します。

c 再生 映像を再生します。

d 次へ進む 送る1フレーム後に移動します。

e 次のイベント 次のイベント映像に移動します。

f 倍速
映像の再生速度を選択します。

倍速： x1/8, x1/4, x1/2, x1, x2, x4, x8, x16, x32, x64, x128, x256

g ファスト巻戻し
巻戻し再生時、使用します。

倍速：-x1/8、-x1/4、-x1/2、-x1、-x2、-x4、-x8、-x16、-x32、-x64、-x128、-x256
 ` 分割モードによって最大倍速に制限がかかることがあります。

h 一時停止 映像を一時停止します。

i ファスト早送り
正方向再生時、使用します。

倍速：x1/8, x1/4, x1/2, x1, x2, x4, x8, x16, x32, x64, x128, x256
 ` 分割モードによって最大倍速に制限がかかることがあります。

●
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生
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設定ビューアー 
ネットワーク上でリモートでレコーダーを設定することができます。

設定ビューア画面構築

a

c

e

d

b

機能 説明

a メニュー 各メニューを選択すると対応するメニュー画面へ切り替えます。

b 上位メニュー 既存設定を変更する項目の上位メニューを選択します。

c 下位メニュー 選択した上位メニューに対する下位メニュー中で設定する項目を選択します。 

d 詳細メニュー 変更する項目を選択して設定を入力します。

e OK 修正した設定を適用します。

カメラ設定
レコーダーに接続されたカメラを検索して設定します。  
目次の「設定 > カメラ設定 」ページをご参照ください。

カメラ登録
ネットワークカメラを登録できます。

設定 > カメラ > カメラ登録

チャンネル設定
各チャンネルの映像設定を設定できます。

設定 > カメラ > チャンネル設定

設定ビューアー 
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カメラ設定
接続されているネットワークカメラの設定を変更できます。

設定 > カメラ > カメラ設定

• [カメラウェブサイト] ボタンをクリックすると新たなカメラウェブブラウザウインドウが開きます。 
 – カメラがRTSPプロトコルに接続された場合には対応しません。
 – カメラがDDNS、URL、MAC Addressに接続された場合には対応しません。
 – Q/P/Xシリーズのカメラでは下記バージョン以降からサポートします。 
(QND-7010Rシリーズ：1.04、QND-7080Rシリーズ： 1.02、QND-6010Rシリーズ：1.02、QND-6070Rシリーズ：
1.01、Pシリーズ：1.01)

 – カメラがIPｖ4に接続され、さらにHTTPSに設定されていないときのみサポートします。
 – 閉鎖型ネットワークでカメラウェブページに接続するとき、ユニバーサルウェブをサポートしていないカメラで
は、画像を出力できません。

 – カメラプロキシポートの基本設定値はレコーダーに対応するチャンネル数だけ連続に自動設定されます。プロキ
シポートを変更するには、ポート設定で修正することができます。

 – 32チャンネル(10001-10032), 64チャンネル(10001-10064)

例 ) 製品別の CAMプロキシポート基本設定値
• XRN-3210B4 (32チャンネル)：10001-10032
• XRN-6410DB4/XRN-6410B4 (64チャンネル)：10001-10064

 – 図に示すように、クローズドネットワーク外で接続する場合、カメラのプロキシポートのポートフォワーディング設
定がルーターに要求されます。

ストレージデバイスネットワークカメラ IP ルーター リモートPC

インターネット

 – 閉鎖網内部にレコーダーが複数ある場合、カメラプロキシポートはお互いに違うポートに設定する必要がありま
す。

 – DDNSとクイック接続が有効の場合、ポートフォーワーディングは自動に設定されます。 
 – Chrome、Edge、Safari (Mac OS)ブラウザに対応します。

プロファイル設定
ネットワークカメラのプロファイルを設定することができます。

設定 > カメラ > プロファイル設定

録画
ネットワークカメラの録画プロファイルを設定できます。

ライブ
ネットワークカメラのライブ転送設定を変更できます。
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設定ビューアー 
リモート
ネットワークおよび拡張モニターに送信される映像プロファイルを設定できます。

カメラのパスワード
登録したカメラすべてのパスワードを同時に変更できます。

設定 > カメラ > カメラのパスワード

録画の設定
目次の「設定 > 録画の設定」ページをご参照ください。  

録画スケジュール
曜日及び時刻にスケジュールを設定すると該当時間に録画が実行されます。

設定 > 録画 > 録画スケジュール

録画設定
各チャンネルの通常/イベントでの録画フレームタイプを選択します。

設定 > 録画 > 録画設定
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録画オプション
HDDの録画オプションを設定できます。
 ` それぞれのチャンネルに個別に録画時間を設定できます。

設定 > 録画 > 録画オプション

イベントの設定
目次の「設定 > イベント設定」ページをご参照ください。 

イベントの設定
チャンネルのイベント検知モード別の詳細を設定することができます

設定 > イベント > イベント設定

対象物検知
AI対象物検知のイベント設定を変更することができます。

 ` 対象物検知機能は、Wisenet AIカメラと接続された場合のみ該当メニューが表示されます。 

モーション検知/IVA
モーション検知とインテリジェント映像分析のイベント設定を変更することができます。
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設定ビューアー 
タンパリング検知
タンパリング検知のイベント設定を変更することができます。

イベント規則設定
イベント発生時、アラームを出力するイベントトリガーと動作規則を設定することができます。 

設定 > イベント > イベント規則設定

アラーム入力
アラームセンサーの動作を設定することができます。

設定 > イベント > アラーム入力

ONVIFセットアップ
ONVIFプロトコルで登録済みのカメラを設定することができます。

設定 > イベント > ONVIFセットアップ
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スケジュール
アラーム出力状況の確認を曜日と時間によって予約することができます。 
初期設定はイベント同期でイベントが発生した場合のみアラームが送出されます。

設定 > イベント > スケジュール

デバイスの設定
レコーダーに接続されたデバイスを検索して設定します。 
目次の「設定 > デバイスの設定」ページをご参照ください。

記憶装置
データストレージデバイス関連の設定確認及び変更ができます。

設定 > デバイス > 記憶装置

デバイス/フォーマット
ストレージデバイス、使用量、使用タイプ、ストレージデバイスの状態を確認できます。

• ARB：カメラとの接続が切断されたため録画できなかった映像は、カメラとの接続が回復してからバックアップで
きます。 
ボタンを押すと<自動リカバリーバックアップ>ウィンドウが開きます。 
目次の「設定 > デバイスの設定 > 記憶装置」ページをご参照ください。

iSCSI
iSCSIデバイスをレコーダーと接続する場合、iSCSIデバイスを検索して接続および解除することができます。 
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設定ビューアー 
RAID
RAID(Redundant Array of Independent Disks)モードを設定することができます。

分散録画
それぞれのグループのHDDに分散させることで、録画を分散させて保存できます。

S.M.A.R.T
レコーダーに搭載されたHDDの接続状態および詳細情報を確認することができます。

モニター
モニターに表示する情報と出力方式を設定できます。

設定 > デバイス > モニター

 ` 画面が正常的に表示されない場合、付録の「トラブルシューティング」をご参照ください。
 ` モニター設定はレコーダーに接続されたモニターの設定です。
 ` 解像度1080pを超過する映像はセカンダリモニタで出力されません。 
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テキスト
デバイスのテキスト表示およびイベントテキストを設定することができます。 

設定 > デバイス > テキスト

デバイス
レコーダーに接続されたデバイスの関連値を設定することができます。

イベント
テキストデバイスのイベントを表示するための総金額条件およびキーワードを設定できます。

ネットワーク設定
目次の「設定 > ネットワーク設定」ページをご参照ください。 

インタフェース
リモートユーザーがネットワークでレコーダーに接続する時、モードやIPなどを確認、設定することができます。

設定 > ネットワーク > インタフェース

ネットワーク
ネットワーク接続情報を設定できます。

ポート
プロトコルに関連した設定事項を設定できます。

●
  設
定
ビ
ュ
ー
ア
ー

 



106_ 設定ビューアー 

設定ビューアー 
DDNS
DDNSを設定することができます。

設定 > ネットワーク > DDNS

IPフィルタリング
IPアドレスのリストを用意し、特定のIPアドレスへのアクセスを許可又はブロックできます。

設定 > ネットワーク > IPフィルタリング

HTTPS
セキュリティ接続システムを選択したり、公開証明書をインストールすることができます。

設定 > ネットワーク > HTTPS

 ` HTTPSを使用している間、HTTPに切り替える場合、ブラウザに設定値が含まれているため異常な動作が発生する場合があり
ます。URLをHTTPに変更して再接続するか,ブラウザのCookie設定を初期化すると正常動作します

802.1x
ネットワークに接続するとき、802.1xプロトコルの使用可否を選択して証明書をインストールすることができます。

設定 > ネットワーク > 802.1x
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Eメール
イベントが発生した場合にメールを送信するSMTPサーバーを指定し、受信者グループ及びユーザーを設定できま
す。

設定 > ネットワーク > Eメール

SMTP
メールを送信するサーバーを設定し、認証プロセスを使用するかを指定できます。

イベント
イベント転送間隔を設定できます。

受信者
グループを設定し、Eメールを受信する受信者を設定できます。

SNMP
SNMPプロトコルを使用し、システム又はネットワークの管理者が遠隔でネットワークデバイスをモニタリングし、環
境設定などの運用をすることができます。

設定 > ネットワーク > SNMP
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設定ビューアー 
DHCPサーバー
DHCPサーバーを設定してネットワークカメラIPアドレスを設定して詳細情報を確認することができます。

設定 > ネットワーク > DHCPサーバー

ネットワーク 
内部DHCPサーバーを設定し、IPアドレスをネットワークカメラに割り振ることができます。

IP確認
DHCPサーバーを介して現在使用されているIP、MACおよび接続したネットワークポートを確認できます。

P2P
P2P機能に対応する製品にのみ提供する機能です。
P2Pサービスを使用するには、<P2P有効>のチェックボックスを選択してください。 
画面でQRコードをスキャンしてからP2Pサービスを使用することができます。 

設定 > ネットワーク > P2P
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システム設定
レコーダーシステムに関する環境を設定することができます。

目次の「設定 > システム設定」ページをご参照ください。  

日付/時刻/言語
現在の日付/時刻及び時刻に関連したプロパティ、並びに画面上のインターフェース用に使用する言語を確認・設定で
きます。

設定 > システム > 日付/時刻/言語

システム時間
日付と時刻を設定します。

時刻同期
時刻同期を設定します。

DST
DST (Daylight Saving Time/サマータイムシステム)は、表示する時間をその地域の標準時より1時間早めた時間です。

言語
レコーダーに表示される言語を選択してください。

祝日
ユーザーは、設定したい特定の日付を祝日として選択できます。

ユーザー
ユーザーを追加したり削除し、ユーザー別に異なる使用権限を与えるなど、ユーザーを管理することができます。

設定 > システム > ユーザー

管理者
管理者ID又はパスワードを変更できます。

 ` IDに使えるのは、大・小英数字です。

 ` 管理者IDでないIDで接続した場合、IDは変更できません。

 ` 使用されているIDが変更になった場合、自動的にログアウトされます。

ユーザー
ユーザーを追加、変更又は削除できます。
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設定ビューアー 
権限設定
ユーザー権限を設定することができます。

システム管理
現在のシステムバージョンを確認して新しいバージョンにアップデートしたり、データエクスポート、設定初期化など
を実行することができます。

設定 > システム > システム管理

システム情報
現在のシステムの情報を確認できます。

モデル名、ソフトウェアバージョン、Macアドレスを確認してください。 
PCに接続されたストレージデバイスからファイルを検索し、アップグレードを実行できます。

設定管理
レコーダーに設定された情報をストレージメディアで他のレコーダーに同じく適用することができます。

初期化ボタンでネットワーク情報および設定値を出荷時の状態に復元します。<除外項目> 選択項目は初期化から
除外されます。

ログ情報
システム、イベント、エクスポートに関するログ情報を確認することができます。

設定 > システム > ログ情報

システムログ
システム開始、システム終了、メニュー設定変更などのシステム関連ログ情報を検索することができます。
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イベントログ
センサー、カメライベント、ビデオロスのような記録されたイベントを検索することができます。

エクスポートログ
エクスポートを実行したユーザーと実行時間、詳細内容(時間、チャンネル、デバイス、ファイル形態)を検索することが
できます。
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エクスポートビューア
SECバックアップビューア 
SECタイプでバックアップされているファイルを再生することができます。
SECタイプのバックアップは、バックアップデータファイル、ライブラリファイル及び再生用ビューア実行ファイルを生成しま
す。

再生用ビューアを実行すると、バックアップデータファイルがに再生されます。

推奨システム仕様
以下の推奨仕様を満たさないPCでは、コマ送り/コマ戻しおよび高速再生が完全に機能されないことがあります。

PC仕様

名称 最低要件 推奨

CPU インテルペンティアム2.5GHz以上 Intel i7(3.5GHz)以上

RAM 4GB以上 8GB以上 

ハードディスク 200GB以上 500GB以上

VGAメモリ 512MB以上 1GB以上

画面解像度 1280x1024以上 1920x1080以上 

OS Windows 7, 8, 10

エクスポートビューア
バックアップビューア画面構築

fghic

jkm l

d ea b

XRN-6410DB4_CAM 01

H264(1920x1080), NONE

2020-05-14  20：54：13

名称 説明

a 分割画面
表示する画面の縦横比を選択します。

選択した分割画面に変更されます。

b Fish eyeビューモード

<  > を押すと、Fish-Eye設置タイプを変更できます。設置場所に応じてビューモー
ドを天井/床/壁から選択できます。

現在の画面上でのFish eye ビューモードを各分割画面に変更できます。

c デジタルズーム

現在の100倍の大きさまで画像を拡大します。 
画像を拡大するにはズームイン（  ）ボタンを押します。画像を縮小するにはズーム
アウト（  ）ボタンを押します。ポップアップウィンドウ内のスライドバー 
（  ）を使用してズームイン/ズームアウトすることもできます。  
サイズを変更した映像をデフォルトのズーム倍率（100%）に戻すには、（  ）を押し
ます。200%を超えて画像を拡大すると、デジタルズーム画面に拡大された領域が表示
され、表示された領域にマウスクリックして目的の位置に移動することができます。  
デジタルズームで表示される画面はバックアップビューア画面に適用されます。 
デジタルズームを取り消すと、ビデオサイズはデフォルトの100%に戻ります。
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名称 説明

d 画面出力

現在の映像を画像ファイルに保存します。JPEGファイル形式をサポートしています。

現在の画面を印刷します。画面を印刷するには、適切なプリンタドライバをインストー
ルしておく必要があります。

e 音声
 / 切替ボタンでボタンを押すたびに音声出力の有効/無効が切り替わります。

音量レベルを0から100の間で調整することができます。

f ウォーターマーク  / データファイルが改ざんされているかを確認することができます。

g Deinterlace デインタレース機能を有効にすることができます。

h OSDの表示
OSDのチェックボックスを選択して、バックアップ再生画面にOSD情報を表示します。  
バックアップ日付、曜日、時刻、モデル名、およびチャンネル番号が画面に表示されま
す。

i
アスペクト比/ 

全画面を維持する

再生画面のアスペクト比を維持します。

映像を全画面で再生します。

j
タイムラインの拡大/

縮小

保存時間の範囲バー上に表示される時間範囲が縮小されます。  
範囲全体の長さが24時間になるまで範囲バーを縮小することができます。

保存時間の範囲バー上に表示される時間範囲が拡大します。範囲全体の長さが1分に
なるまで範囲バーを拡大することができます。

k タイムラインの復元 タイムラインを初期設定に復元します。

l 保存時間範囲の表示 保存された映像ファイルの時間範囲が表示されます。 
現在時間表示の格子線を移動して、再生時間を選択することができます。

m 再生コントロール タイムラインの映像再生を調整することができます。

●
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ジョイスティックを使う
ジョイスティックに対応する製品だけに提供する機能です。ジョイスティックに対応する製品は、製品仕様説明書の
「機能別に対応する製品(4ページ)」をご参照ください。
SPC-2000ジョイスティック接続時の動作仕様は次のようになります。

a

b

c

d

名前 説明

a
上/下/左/右

PTZモードでは、カメラを8方向にバンニング、チルト、制御できます。
ウェブビューアーではPTZモードのみ対応しています。
スクリーンモードでは、上/下/左/右のタイルを選択することができます。
 ` ジョイスティックでコントロール中にNear/Farボタンを押すと、同時にコントロールすることができます。

回転 PTZモードでは、時計回りに回転させると画面がズームインし、反時計回りに回転させるとズームアウトします。

b 1~8

PTZモードでは、プリセット番号1～8が実行されます。
スクリーンモードは、以下のように動作します。

1：ライブレイアウトの変更 / 2：検索
3：エクスポート / 4：ズームモード 
5：フリーズモード / 6：オーディオ 
7：アラーム / 8 ：REC

c

9
PTZモードでPTZモードを終了するとき使用します。
Webビューアーでは別にPTZを終了しません。
スクリーンモードからPTZモードに変更するときに使用します。

10
PTZモードでPTZモードを終了するとき使用します。
Webビューアーでは別にPTZを終了しません。
スクリーンモードでは前の画面に戻ります。

d 11、12
PTZモードでは、フォーカスニア /ファー操作が実行されます。
スクリーンモードを使用すると、マウスのキー動作と同じ作業を行うことができます。

仮想キーボードの使用

1. アルファベット入力用に、仮想キーボードウィンドウが表示されます。

2. マウスを使用し、希望の文字のタブをクリックします。

3. <OK>を押します。
入力した単語が適用されます。

 ` 大文字や特殊文字を入力するには、<Caps Lock>か<Shift>ボタンを選択してください。

 ` バーチャルキーボードを使用するのは、お住まいの地域で標準キーボードを使用するのと同じです。
 ` IDはローマ字の大文字&小文字、数字を組み合わせて設定することができます。

 ` パスワードの長さが8文字以上9文字以下の場合、ローマ字の大文字&小文字、数字、特殊文字中の3つ以上を組み合わせて設定します。

 ` パスワードの長さが10文字以上の場合、ローマ字の大文字&小文字、数字、特殊文字中の2つ以上を組み合わせて設定します。

付録
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トラブルシューティング

症状 対策

ライブ映像が遅く、切断されたように見えます。 • ネットワーク環境及びカメラから複数のデータを伝送する時の負荷で設定され
たとおり入力できない場合があります。 
画面の下にある<  >をクリックしてチャンネル別に入るフレーム数と実際再
生するフレーム数を確認することができます。 
基本的に、カメラを登録するときにLive4NVRプロファイルが作成され、
H.264.800*448 30fpsが基本に設定されます。 
必要な場合、「設定 > カメラ > プロファイル > 編集」 へ移動し、フレーム数
を変更してください 。

• 映像の速度が落ちたり、中断したりする状況が続く場合、ネットワーク環境また
はカメラの状況をご確認くだ 
さい。 

電源がオンにならず、前面パネル上のインジケータがまっ
たく動作しません。

• システムの電源が正しく接続されているか確認してください。
• 入力されている電源の電圧を確認してください。
• ケーブルが正しく接続されているかどうか確認してください。
• ケーブルが正しく接続されているかどうか確認してください。(SMPS, FRONT)

映像は、入力されている状態であるが、一部チャンネル
の映像が出力されなかったり、黒い画面またはB/Wなど
で非正常出力されます。

• カメラに正しく電源が供給されているかを確認してください。
• カメラに接続されたケーブルの状態を点検し、ケーブルを交換したり接続解除し
てから、再接続してください。

• カメラのWeb Viewerに 接続して映像出力を確認してください。
• ネットワークポートが正しく接続され、ネットワークが正しく設定されていること
を確認してください。

• ギガビットをサポートするハブに変更することで解決する場合があります。

画面上にロゴ画像が繰り返し表示されます。 • この症状はメインボードもしくはHDDに問題があるか、関連するソフトウェアが
破損している可能性があります。 
販売店にお問い合わせください。

ライブ画面上でチャンネルボタンが動作しません。 • 現在の画面がイベント監視モードである場合はチャンネルボタンが動作しませ
ん。

カレンダー検索時に、カーソルが開始まで移動しませ
ん。

• 再生するチャンネルと日付にV記号のマークが設定されているかを確認してくだ
さい。 
開始ボタンを使用して再生を開始する前に、チャンネルと日付の両方を選択す
る必要があります。

接続しているモニターで画面が出力されません。 • ケーブルがモニターと正しく接続しているかどうかを確認してください。
• モニターでレコーダーの出力(HDMI1またはHDMI2)に対応しないことがありま
す。モニターの対応解像度を確認してください。 
HDMI1：3840x2160(30 Hz), 1080P, 720P, 1280x1024,  
HDMI2：1920x1080, 1280x720, 1280x1024, 1024x768

症状 対策

起動時のロゴスクリーンが[  ]状態で停止します。 • HDDに問題がある可能性があります。販売店に問合せください。

ライブ画面でPTZをコントロールしても応答しません。 • 登録されたカメラでPTZ機能がサポートされているかどうかを確認してくださ
い。

カメラが接続されないか、PCを製品に接続できませ
ん。

• ネットワークケーブルが正しく接続されているかどうかを確認してください。
• ネットワーク - 接続モードが設定されているかを確認してください。
• PCまたはカメラのIP設定を確認してください。
• PINGテストを試してください。
• 製品の近くに同じIPを使用する別のデバイスがないか確認してください。

カメラを登録しましたが、ウェブビューアーにライブ映像
が表示されません。

• カメラ登録後、設定に合った画面分割モードとライブ画面が表示される前に求
めているレイアウトを編集・保存する必要があります。

入力されたカメラ映像が明るすぎるか暗すぎます。 • 「設定> カメラ > カメラ設定」で登録されたカメラの設定を確認してくださ
い。

時間設定ポップアップが発生します。 • このメッセージが表示されるのは、内蔵時計の時刻設定に問題があるか、時計
自体にエラーがある場合です。  
詳細については販売店にお問い合わせください。

検索モードで時間バーが表示されません。 • 時間ラインは標準モードと拡張モードに切り替えることができます。  
拡張モードの場合は、現在表示されている時間ライン内に時間バーが位置しな
いことがあります。標準モードに切り替えるか、左または右のボタンを使用して
時間バーの位置を探してください。

“NO HDD”アイコンとエラーメッセージが表示されます。 • HDDを購入した後、HDDをフォーマットしないかレコーダー対応タイプにフォ
ーマットしないと、「NO HDD」アイコン( NO  )が左上に表示されます。「NO 
HDD」アイコンが表示されたら「設定 > デバイス > 記憶装置」でHDDの接続
状況を確認してからHDDをフォーマットしてください。

• 接続に問題がないのに同じ症状が継続発生する場合は、販売店に問合せくだ
さい。

HDD追加インストール後、追加した内容がレコーダーに
表示されません。

• 追加設定したHDDが互換性リストで対応するHDDなのかを確認してください。
このための互換性リストはこのレコーダーの購入先にお問い合わせください。

外部ストレージデバイス(USBメモリ、USB HDD)をレコー
ダーに接続した後、接続結果が表示されません。

• 接続した外部ストレージデバイスが互換性リストで対応するストレージデバイス
なのかを確認してください。このための互換性リストはこのレコーダーの購入先
にお問い合わせください。

WebViewerの全画面モードでESCキーを押しても、標準
分割モードに切り替わりません。

• ALT+TABキーを押し、'アクティブムービー'を選択し、再度ESCキーを押してくだ
さい。標準分割モードに切り替わります。

●
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症状 対策

基本検索、エクスポート、ルーターを使用する場合に関
するネットワーク設定ができません。

• 詳細情報は取扱説明書をご参照ください。 
• 簡単な動作仕様をすぐ確認するには、クィックガイド(エクスポート、検索)をご参
照ください。

• ネットワーク接続のためのルータを使用する場合には、クイックガイドの 
「ルーターを用いてネットワーク接続」をご参照ください。

パスワードを忘れました。 • レコーダーインストールの担当者にお問い合わせください。

エクスポートしたデータがPCかレコーダーで再生されま
せん。

• エクスポート時、ファイルフォーマットを設定する時に再生するデバイスがPCな
のかレコーダーなのかを先に決定した後、設定してください。 

• PCで再生する場合、エクスポートファイルフォーマットはSECに進行する必要が
あります。

• レコーダーで再生する場合、エクスポートファイルフォーマットはRecorderに進
行する必要があります。

録画できません。 • ライブモードで映像が表示されない場合は録画されないのでまず、映像が見え
るか確認してください。

• 録画設定が正しく行われていないと録画できない場合があります。  
スケジュール録画：設定 > 録画 > 録画スケジュールを選択して時刻を指定しま
す。指定した時刻に録画が開始されます。
 - <連続>録画：指定した時刻に録画が連続して行われます。
 - <イベント>録画：アラーム、モーション検知およびビデオロスのイベントが発
生した場合にのみ、録画が行われます。イベントが検出されないと、録画は
行われません。 

 - <連続/イベント>録画：ベントがない場合は連続録画をして、イベントが発生
した場合はイベント録画が行われます。

録画データの画質がよくありません。 • ”設定 > カメラ > プロファイル設定 > 録画”メニューで解像度と録画画質設定
をアップしてください。
 - 解像度：録画する時の録画サイズを大きいサイズを選択してください。  

CIFでの録画画像は、小さなサイズの画像から拡大して見るため、画質が落
ちます。

 - 録画画質：録画画質を高いレベルに設定してください。
• 解像度と録画画質を高く設定するとデータサイズが増加しますので HDDの容
量使用が早まります。上書 き設定をした場合は既存のデータに上書きされる
間隔が短くなります。

症状 対策

カメラに設定されているフレームレートと録画されてい
るフレームレートが一致しません。

• １つのカメラに複数のプロファイルを接続して使用する場合は設定されたフレ
ームレートより低く伝送される場合があります。 
接続されたカメラから可能なかぎり同一プロファイルで一つのストリーミングを
貰えるように設定してくださ 
い。 
つまり、録画プロファイルとネットワークプロファイルを同一に適用すると設定
とおり録画が可能です。 
しかし、ライブの場合分割モード状況によって他のプロファイルで要請される
場合がありますので、必ずしも1つのプロファイルにしか使用されない場合があ
ります。 
カメラから伝送されるビットレートより録画設定のビットレート制限を大きく設
定してください。

録画設定画面で特定チャンネルの制限値がオレンジ色
で表示されます。

• 該当チャンネルの制限値を超えるデータが入力されるとオレンジ色で表示され
ます。入力されるデータ値より制限値を高く設定してください。

• 各チャンネルの入力データの合計が最大制限値を超えた場合、アラームアイコ
ンが表示されます。 この場合、入力制限値を超えたチャンネルは、フレーム全
体を記録せず、メインフレームのみ記録します（1秒あたり1枚～2枚）。

ライブ画面で[ 
FULL NO RAIDRAID    SCSI

 ]アイコンが表示され、メッセージ
ウィンドウでは、「録画データのサイズが制限を超えまし
た。キーフレームのみ録画できます。録画設定を確認して
ください。」というポップアップウィンドウが表示されま
す。

• 各チャンネルの入力データの合計が最大制限値を超えた場合、アラームアイコ
ンとポップアップウィンドウが表示されます。この場合、入力制限値を超えたチ
ャンネルは、フレーム全体を記録せず、メインフレームのみ記録します（1秒あた
り1枚～2枚）。

• “設定 > 録画 > 録画設定”メニューで入力されるデータ量より許可データ量を高
く設定してください。

録画が設定通りに行われません。 • 録画ステータスが「ハードディスク最大パフォーマンスを超過している」場合、
それぞれのHDD状態の録画パフォーマンス仕様に準じて録画サイズを設定し
ます。  
目次の「設定 > 録画の設定」ページをご参照ください。  

再生画面の速度が遅くなります。 • それぞれのHDD状態の録画パフォーマンス仕様が、実際の録画設定と一致し
ているかどうかを確認します。  
目次の「設定 > 録画の設定」ページをご参照ください。 

• 映像のデータ容量が再生パフォーマンスを超過している場合、メインフレーム
のみが再生されます。 

録画ロスが持続的に発生する場合 • カメラの録画プロファイルを修正し、全体の録画bpsサイズがそれぞれのHDD
状態の録画パフォーマンスに適合するようにします。  
目次の「設定 > 録画の設定」ページをご参照ください。

• HDDステータスを確認し、点検または交換が必要かどうかを検討してくださ
い。  
目次の「設定 > デバイスの設定 > 記憶装置」ページをご参照ください。 




